
図 1  Na 温度変化時の窒素雰囲気温度変化の追従性評価結果 
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もんじゅでは 20 年以上に渡り、プラント特性評価に使用可能な各種データを蓄積している。蓄積したデ

ータを使用して、原子炉格納容器内換気空調設備の除熱量（原子炉容器室内に設置している機器の放熱量）

を設計値と比較し、Na 温度変化時の窒素雰囲気温度変化の追従性を評価した。 
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1. 緒言 

FBR の 1 次冷却系関連室は、万一の配管破損時の Na 火災防止のため、窒素雰囲気としている。加えて、

FBR の原子炉格納容器（CV）内は、放射化 Na・水反応を防止するため禁水区域としており、もんじゅで

は、CV 内換気空調設備（HVAC)に使用する冷却材として冷媒を使用している。また、FBR の 1 次系は 500℃

以上の高温で、空調設備は大きな熱負荷を負っている。このような HVAC は FBR 特有の設備であり、その

特性を評価した。 

2.検討内容 

1 次系 Na 温度変化が最も大きかった 1995 年の 40％出力試験時のデータを使用して、HVAC 除熱量を以

下のとおり算出し、40%出力時の設計値（100%出力時の設計値から算出）と比較した。 

Q=γ・Cp・ΔT・F （Q：HAVAC 除熱量、γ：窒素ガス比重、Cp：窒素ガス比熱、ΔT：窒素ガス出入

口温度差、F：HVAC 風量） 

また、1 次系 Na 温度変化時の窒素ガス雰囲気温度変化の追従性を、Na 側温度変化に対するランプ応答

遅れとして求めた。 

3. 結言 

40%出力試験時のデータから算出した HVAC 除熱量は、約 236kw であった。40%出力時の設計値は約

279kw であり、設計を満足していることを確認した。 

また、1 次系 Na 側温度変

化に対する窒素雰囲気温度

変化をランプ応答遅れとし

て計算した結果、約 40 時間

の応答遅れがあることがわ

かった（図 1）。この遅れは

1995 年に実施した他の時期

の出力試験時でもほぼ同等

の値であった。 
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